
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お名前 （ふりがなもお願いします） 

ご所属（学校名・担当教科など） 

ご連絡先 e-mail （セミナーの URL をお送りします) 

 

3/23締切 ：申込時にフォームのメッセージ欄または FAX（075－256－3006）に会場かオンラインかをご記入ください。 

 

 ≪プログラム≫ 

 

15：00～15：20 問題提起「新学習指導要領における金融教育」  

塙 枝里子（東京都立農業高等学校・主任教諭） 

 

15：20～16：10 家庭科教員の立場から「生活設計を見据えた金融教育」 

植村 徹（筑波大学附属駒場中学校・高等学校・教諭）  

 社会科・公民科教員の立場から「起業家教育と金融教育のクロスカリキュラム」 

                                            中山 諒一郎 (昭和学院中学校・高等学校・教諭） 

16：10～16：20 休憩  東京証券取引所からの案内 

 

16:20～16：40 大学教員の立場から「これからの金融教育を考える」 

                                               野間 敏克 (同志社大学政策学部・教授） 

 

16：40～17：00 まとめに代えて 意見交換           野間 敏克・ 塙 枝里子・ 植村 徹・ 中山 諒一郎 

 

 

 

 

 
ハイブリッド方式 : 慶應義塾大学三田キャンパス ＋ オンライン（Zoom形式） 
                    (30名限定)               （100名） 
と   き ： 2022年 3月 26日(土) 15：00～17：00  
 
参加費 ： 無料 （先着順 3/23締切：お申し込み後 前日に Zoomの URLをお送りします。 

三田キャンパス南館教室 443教室へのお申し込みは 30名に達し次第、受付終了します。） 
 

            先生のための春の経済教室   ―授業に役立つ経済学―         

 家庭科と社会科・公民科における金融教育の在り方             
 

                 
「先生のための経済教室」は、学校の授業で経済を教えるうえで役立つ考え方や知識を学ぶ講座です。今回の教室では、

2022年 4月からの成人年齢引き下げとともに「必修化」となったことで注目を集める「金融教育」に焦点を当てていきま

す。新学習指導要領における「家庭科」と「公民科」では金融分野がどのように扱われ、どのような授業実践が可能である 

のかー 

家庭科と社会科・公民科教員による実践例と金融の専門家であるエコノミストの知見から、金融教育の「コア」となる部分

を見出し、「何を」「どこまで」「どのように」教えていくのかを考えていきます。金融・経済教育だけでなく、新学習指導要領、

他教科との連携、クロスカリキュラムなどに関心がある方々の積極的なご参加をお待ちしております。 

モデレーター： 塙 枝里子（東京都立農業高等学校・主任教諭） 

主  催：経済教育ネットワーク  https://econ-edu.net/   

        株式会社東京証券取引所／株式会社日本取引所グループ 

【お申込み・問い合わせ先】  経済教育ネットワーク京都分室   FAX （075）256-3006   

  ホームページお申し込みフォーム https://econ-edu.net/application/event-application/ 

後  援： 金融広報中央委員会、 東京都金融広報委員会、東京都公民科・社会科教育研究会、 

東京都中学校社会科教育研究会、 東京都高等学校家庭科教育研究会、 大阪府高等学校社会 

(地歴・公民)科研究会、大阪府公立中学校社会科教育研究会、大阪府高等学校家庭科研究会 

 

 

QR コードから
もお申し込み
いただけます。 

 

https://econ-edu.net/
https://econ-edu.net/application/event-application/

